
物  質  名 ジシクロペンタジエン ＤＢ－23 

別  名 α-ジシクロペンタジエン、ビシ

クロペンタジエン 
CAS 番号 77-73-6 
PRTR 番号 － 
化審法番号 4-634 

構 造 式 
 

 
分子式 C10H12 分子量 132.21 
沸点 170℃ 1) 融点 －1℃ 1) 
蒸気圧 2.29 mmHg（25℃、推定値）2) 換算係数 1 ppm = 5.41 mg /m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 3.16（推定値）3) 水溶性 26.5 mg/L（25℃、推定値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 190 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 400 mg/m3 (2hr) 5)  
 ラット 経口 LD50 353 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 610 mg/m3 (4hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、8、40、200 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、200 mg/kg/day の雌雄各

1/6 匹が死亡し、40 mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制を認めた。また、40 mg/kg/day 以上

の群で腎臓重量の増加、200 mg/kg/day 群で肝臓、副腎重量の増加、胸腺重量の減少に有意差

を認め、200 mg/kg/day 群のほぼ全数で副腎皮質の肥大、肝細胞で泡沫状物質の出現がみられ

た 6) 。この結果から、NOAEL は 8 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、4、20、100 mg/kg/day を交尾前 14 日から雄に 44 日間、雌には哺育 3 日目まで強

制経口投与した結果、100 mg/kg/day 群の雌 2/10 匹が死亡し、雄で体重増加の抑制傾向、肝臓

の有意な重量増加と腫大、単細胞壊死、20 mg/kg/day 以上の群で副腎束状帯に脂肪滴の増加

を認めた。雄では 4 mg/kg/day 以上の群の全数（10/10 匹）で尿細管に硝子滴の増加、20 
mg/kg/day 以上の群で腎臓重量の有意な増加と尿細管上皮の好塩基性変化を認め、雄ラットに

特有な腎症との関連も推定されているが、硝子滴の発生は対照群では 0/10 匹であったことか

ら 7)、腎臓への影響があったものと考え、LOAEL を 4 mg/kg/day と判断した。 
・ラットに 0、107、190、399 mg/m3、イヌに 0、48、127、175 mg/m3 を 18 週間（7 時間/日、5

日/週）吸入させた結果、ラットでは雄の 107 mg/m3 以上の群で肝臓、腎臓重量の有意な増加、

雄の 190 mg/m3 以上の群の腎臓で用量に依存した円形細胞の蓄積、尿細管の拡張や変性、円

柱の増加を認めたが、イヌでは 175 mg/m3 で血中尿素窒素の軽度の増加がみられた程度であ

った 8) 。この結果から、ラットで LOAEL は 107 mg/m3（ばく露状況で補正：22 mg/m3）、イ

ヌで NOAEL は 175 mg/m3（ばく露状況で補正：36 mg/m3）であった。 
・ラット、マウスに 0、5、28、276 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、ラ

ットでは、5 mg/m3 以上の群で雄に特有な硝子滴蓄積による腎症の進行、276 mg/m3 群の雄で

肝臓、腎臓重量の有意な増加を認め、尿細管の過形成や肥厚などがみられたが、肝臓では組

織に異常はなかった。マウスでは、276 mg/m3 群の雄 10/45 匹、雌 9/45 匹が死亡し、肺のうっ

血がみられて死因と考えられたが、実験終了時に屠殺したマウスには、肺への影響はなかっ

た 9,10) 。この結果から、NOAEL はラット、マウスで 28 mg/m3（ばく露状況で補正：5 mg/m3）



であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、4、20、100 mg/kg/day を交尾前 14 日から雄に 44 日間、雌には哺育 3 日目まで強

制経口投与した結果、受胎率や着床数、出産率等に影響はなかったが、100 mg/kg/day 群では

2/7 腹の新生仔全数が死亡し、他にも生後の死亡が散見されたことから、4 日生存率は有意に

低く、仔の体重増加にも抑制傾向がみられた。なお、仔の一般状態、外表検査及び剖検では

投与に関連した変化はみられなかった 7)。この結果から、NOAEL は雄で 100 mg/kg/day、雌

及び仔で 20 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、0.008、0.025、0.075％の濃度で妊娠 6 日目から 15 日目まで混餌投与（およそ 0、

4、13、38 mg/kg/day）した試験、ラットに 0、0.0069、0.069％の濃度で混餌投与（およそ 0、
3、35 mg/kg/day）して実施した三世代試験の結果、いずれの世代にも影響はみられず、胎仔

や仔に奇形や異常の発生増加もなかった 11) 。この結果から、NOAEL は 0.069～0.075％以上

であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激し、眼や皮膚に付くと発赤、痛みを生じ、吸入すると咳や咽頭痛、頭

痛、経口摂取では腹痛、吐き気を生じる 12) 。 
・ボランティア 3 人を対象に、最低でも 45 分以上の間隔で繰り返し実施した嗅覚試験の結果、

0.006 ppm では 100％の感知であったが、0.003 ppm では 67％、0.0006 ppm では 0％であった。

また、1、5.5 ppm を 2 人に 30 分間吸入させた結果、7～10 分後に眼や咽喉の刺激が現れ、1 ppm
では 1 人に嗅覚疲労がみられたが、5.5 ppm では嗅覚疲労は生じず、1 時間後も口中に後味が

残った 8) 。 
・5 ヶ月の調査期間内に、不注意で本物質の蒸気にばく露される労働者がおり、最初の 2 ヶ月

間には 3 人から一過性の頭痛の訴えがあったが、その後は同様の状況下でも訴えがなかった

ため、頭痛に限ってみると、本物質のばく露に慣れる可能性が示唆された 8) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 13)  TLV-TWA 5 ppm (27 mg/m3)  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 4 mg/kg/day（腎臓

への影響）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除し、LOAEL であるために 10 で除した

0.04 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入ばく露については、ラット、マウスの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 28 mg/m3

（ラットで肝臓重量の増加、マウスで生存率の低下）を採用し、ばく露状況で補正して 5 mg/m3

とし、試験期間が短いことから 10 で除した 0.5 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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